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事
業
引
継
ぎ
の
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

　市では、前橋財務事務所や県事業引継ぎ支援センター、館林商工会議所及び館林信用金庫と連携し
て、セミナーや個別相談会を実施します。ぜひご参加ください。
事業承継セミナー・事業引継ぎ個別相談会
とき　９月25日㈫
内容・時間　
■セミナー　午後１時30分～２時20分
■相談会　午後２時30分～４時30分
※相談会は定員４人（先着順）。相談は一人当たり１時間まで
ところ　ジョイフルパーク（美園町）
参加費　無料
申込み　申込書（館林商工会議所、又は市産業政策課にあります）を、９月21日㈮までに同会議所へ

事業承継の準備が
後回しにされている現状

廃業のリスクと損失

60代以上の経営者の
約４割が、後継者不在

　後継者問題が深刻化する一因として、自分
はまだ働けるとの思いから、事業承継の準備
が後回しにされてしまうことが挙げられます。
後継者の育成は５～10年の時間がかかると言
われており、早めの対策が必要です。

※８月29日に館林商工会議所より、市内企業の皆さんへ　
　事業承継に関するアンケートを送付しています。今後　
　の支援の参考とするため、ご協力をお願いします

事業承継は早め早めの対策を！
　県には事業引継ぎの専門機関として、「群馬
県事業引継ぎ支援センター」が設置されてい
ます。事業承継のマッチングなど各種相談に
無料で応じていますので、ぜひご相談ください。
問合せ　同センター（℡ 027 - 2 6 5 - 5 0 4 0）

資産処分…一般的に工場・設備などは処分に
時間を要するため、低い評価となります
負債…完済できない場合には、個人保証が顕
在化します
従業員…特に高齢の従業員は、再就職が困難
なケースが多いです
取引先との関係…取引停止で付き合いのあっ
た顧客などに迷惑がかかってしまいます

事業承継の準備状況
（60～80代の代表者）

　60代ともなれば、引退を考え始める時期。
しかし、60代以上の経営者の約４割が後継者
不足という現状に陥っています。また、全年
齢で見ると、企業の３社に２社は後継者不在
という現実があります。

後継者の決定状況
（60～80代の代表者）

後継者不在 後継者あり

これから
準備をする

現時点では
準備をしていない

現在は事業承継を
考えていない

既に準備を
進めている

問
産
業
政
策
課
工
業
振
興
係
（
内
線
２
０
４
）

　深刻化する、中小企業の後継者問題。後継者不足によって、今後10年間で全国で約1 2 7万社
が廃業、2025年頃までに約6 5 0万人の雇用が失われる可能性があるとされています。
　まちの活性化のために、中小企業の事業活動の継続は必要不可欠。現在、親族や従業員への
承継だけでなく、取引先の企業や事業に関心のある第三者への事業引継ぎという新たな選択肢
も注目されています。地域経済と雇用を守る事業引継ぎ対策は、早め早めの取り組みが重要です。

後継者に事業をバトンタッチ後継者に事業をバトンタッチ

出典：( 独）中小企業基盤
整備機構　2017年２月発
行「ヒキツグ」再編加工

出典：( 独）中小企業基盤
整備機構　2017年２月発
行「ヒキツグ」再編加工

広報館林３

台所を総　チェックで！

食品ロス改善
◎買い物編
▼チェック項目

□事前に冷蔵庫内をチェック！
　メモ書きやスマホで撮影した画像も有効です

□必要な食材はこまめにゲット！
　必要以上に買った場合は冷凍保存しましょう

□手前に陳列された食材をチョイス！
　利用予定に照らして消費期限を確認しましょう　

◎調理編
□残っている食材から使う！
　「いつか食べる」食品は食品ロス予備軍です
□野菜や果物の皮は厚むきしない！
　生ごみが減り、栄養価アップにつながります
□食材を上手に食べきる！
　定期的に冷蔵庫や収納庫を整理しましょう
※レシピはクックパッド消費者庁の公式キッチン
　も参考にしてください（http://cookpad.com/   
　 kitchen/10421939)

食品ロスとは、本来食べられるのに捨てられている食品の
こと。日本全体で、食品ロス発生量は年間6 3 2万トンにも
上ります。これは日本人一人当たりが、毎日お茶碗１杯分
の食品ロスを発生させている計算になります。一人ひとり
の　「もったいない」の意識から食品ロスを改善しましょう。

まずは期限表示を正しく理解しよう！
　食品の期限表示は、「消費期限」と「賞味期限」の２種類

があり、いずれも開封してない状態で表示されています。

消費期限は「食べても安全な期限」、賞味期限は「おいしく

食べることができる期限」です。賞味期限切れの食品は、

すぐに廃棄せずに自分で食べられるかどうか判断すること

もたいせつです。

　保存期間の長い食品を多めに買い置きして、賞味・消費

期限前に食べること（ローリングストック）は、気軽に行

える非常時の備えとしても効果的です。ぜひお試しください。

　本市では、区長、副区長、環境保健委員、地区
から推薦された地区推薦員で構成される「館林市
廃棄物減量等推進員」が、各地区のごみ問題の解
決に向けた活動を行っています。
廃棄物減量等推進員の役割
■地域におけるごみの減量化・資源化の推進、正　　
　しいごみ出しの指導
■啓発活動への協力
■ごみの収集や処理などについての意見や情報の　
　提供
廃棄物減量宣言
■ごみの分別について　紙・布・プラスチックは　
　資源物！混ぜればごみ、分ければ資源！
■ごみの減量について　水きり、食べきり、使い　　
　きりで生ごみを減らそう！

私たちの身近な環境問題であるごみに関する問題。一人ひとり
の心がけで、ごみ問題は大きく改善できます。ここでは、本市
のごみに関する取り組みとごみの出し方について紹介します。

１廃棄物減量等推進員を知っていますか？
　ごみステーションのカラスの問題について、各
地区での取り組みをご紹介します。カラスにごみ
を散らかされないよう、ご協力をお願いします。
具体的な対策
■カラスよけネットがめくられないように、周囲　
　に水入りのペットボトルなどの重しを置く
■ごみが多く、ネットからはみ出してしまう場合　
　は複数のネットをつなぎ合わせる
■カラスがごみに触れにくい箱型のステーション
　を使用する
家庭ごみの出し方
■ごみはネットの中にしっかり入れる
■ごみ出しの日と時間を守る
■生ごみはできるだけ水きりを行う
■食品ロスを減らす

２ ごみステーションのカラス対策

ゴミダイエット実践中
問地球環境課資源対策係（内線４５７）



　
平
成
21
年
７
月
27
日
、
本
市
で
竜
巻
が

発
生
し
、
負
傷
者
19
人
、
建
物
７
０
５
棟
、

車
両
33
台
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の

災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、

毎
年
７
月
27
日
を
「
館
林
市
の
防
災
を
考

え
る
日
」
と
し
て
、
防
災
啓
発
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
７
月
24
日
に
、

三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル
で
「
命
を
守
る
防
災

〜
地
域
み
ん
な
の
助
け
合
い
〜
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
会
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
を
務
め
た
東
京
大
学
大
学
院
特
任

教
授
で
、
館
林
市
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

片か
た

田だ

敏と
し

孝た
か

さ
ん
は
、「
自
ら
の
命
を
守
る
こ

と
に
主
体
性
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

自
ら
の
命
に
責
任
を
も
っ
て

最
善
の
行
動
を
と
る

と
講
演
の
中
で
強
調
し
て
い
ま
し
た
。
気

象
条
件
が
根
本
的
に
変
わ
っ
て
い
る
昨
今
、

激
甚
化
・
広
域
化
・
複
雑
化
す
る
災
害
に

対
し
て
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

命
を
守
る
た
め
に
主
体
的
に
行
動
し
、
最

善
を
尽
く
す
こ
と
が
重
要
だ
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

市
長
　
利
根
川
整
備
の
現
在
の
進
捗
状
況

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

三
橋
氏
　
現
在
利
根
川
は
、
２
０
０
年
に

一
度
発
生
す
る
規
模
の
水
害
に
対
し
て
、

耐
え
ら
れ
る
よ
う
な
整
備
を
し
て
い
る
途

中
で
す
。
進
捗
状
況
は
、
も
し
カ
ス
リ
ー

ン
台
風
と
同
じ
規
模
の
も
の
が
発
生
し
た

場
合
、
水
が
正
常
に
流
れ
る
の
は
難
し
く
、

ど
こ
か
で
被
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

市
長
　
片
田
先
生
は
、
本
市
の
防
災
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
就
任
さ
れ
て
、
半
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
本
市
の
防
災
面
の
課
題
に
つ

い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

片
田
氏
　
防
災
に
つ
い
て
、
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
た
も
た
く
さ
ん
い
る
と
感

じ
ま
す
が
、
市
民
全
体
が
取
り
組
ん
で
い

る
か
と
い
う
と
、
ま
だ
ま
だ
距
離
が
あ
る

と
感
じ
ま
す
。
行
政
側
で
は
危
機
感
を
持

っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
印
象
を
受
け
ま
す

が
、
市
民
と
の
温
度
差
が
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
　

市
長
　
本
市
が
防
災
分
野
で
学
ぶ
べ
き
自

治
体
の
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

片
田
氏
　
埼
玉
県
戸
田
市
は
荒
川
が
決
壊

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

地
域
の
防
災
を
住
民
の
手
で

地
区
防
災
計
画
策
定
の
重
要
性
・
必
要
性
を
考
え
・
学
ん
だ
講
演
会

館
林
市
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 

片
田
敏
孝 

氏

❶➋

西
日
本
を
襲
っ
た
豪
雨
被
害
発
生
後
の
７
月
24
日
、
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た

防
災
講
演
会
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
地
域
防
災
を
担
う
多
く
の

住
民
が
集
ま
り
、
講
演
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

住
民
主
役
の
地
域
防
災

実
現
に
向
け
て
始
動

地
区
防
災
計
画
策
定
の
必
要
性
を

改
め
て
感
じ
た
一
日

し
た
ら
、
ま
ち
全
体
が
浸
水
し
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
た
め
戸
田
市
民
が
町
内
会
ご

と
に
、
住
民
自
ら
の
手
で
地
区
防
災
計
画

を
作
っ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
住
ん
で

い
る
地
域
か
ら
犠
牲
者
を
一
人
も
出
さ
な

い
こ
と
を
目
標
に
、
地
域
の
安
全
を
地
域

皆
さ
ん
の
手
で
守
っ
て
い
る
の
で
す
。

市
長
　
昨
年
の
台
風
21
号
の
際
、
本
市
で

も
地
区
防
災
計
画
策
定
の
必
要
性
を
強
く

感
じ
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
市
内
を
流

れ
る
新
堀
川
の
漏
水
が
24
か
所
発
生
し
た

た
め
、
地
元
区
長
さ
ん
な
ど
と
話
し
合
い
、

三
野
谷
公
民
館
に
自
主
避
難
所
を
開
設
し
、

避
難
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
実

際
の
利
用
者
は
１
人
だ
け
で
し
た
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
防
災
に
お
け
る
地
域

共
通
の
ル
ー
ル
を
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
て

お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

市
長
　
最
後
に
三
橋
所
長
か
ら
、
館
林
市

の
住
民
の
皆
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
り

ま
す
か
。

三
橋
氏
　
今
回
の
西
日
本
の
災
害
で
は
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
想
定
し
た
通
り
の
被

害
が
出
て
い
ま
す
。
堤
防
な
ど
の
整
備
は

進
み
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
完
全
に
守
っ

て
く
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
単
な
る
時
間

稼
ぎ
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。
今
一
度
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
い
た
だ
い
て
、
次
の

行
動
に
移
せ
る
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

市
長
　
現
在
、
新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
完
成
し

た
ら
、
公
民
館
な
ど
で
説
明
会
を
行
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
ど

の
よ
う
な
危
険
が
潜
ん
で
い
る
の
か
、「
我

が
事
感
」
を
持
っ
て
、
防
災
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
、

市
長
は
今
回
の
ま
と
め
と
し
て
「
①
過
去

に
と
ら
わ
れ
な
い
危
機
意
識
共
有
②
主
体

的
避
難
の
必
要
性
③
行
政
区
ご
と
の
地
区

防
災
計
画
策
定
の
必
要
性
」
の
３
点
を
掲

げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
日
を
地
区
防
災

計
画
策
定
ス
タ
ー
ト
の
記
念
す
べ
き
日
と

し
て
、
安
全
安
心
課
職
員
が
ス
テ
ー
ジ
上

に
登
場
。
防
災
に
は
自
助
・
共
助
・
公
助
、

そ
し
て
近
助
が
た
い
せ
つ
だ
と
説
明
し
、

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
地
区
防
災
計
画
」

を
合
言
葉
に
、
こ
れ
か
ら
進
め
る
計
画
づ

く
り
に
向
け
て
、
参
加
者
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。

➊・➋防災講演会・パネルディスカッションの様子 /➌当日参加していただいた皆さん

➌

館林市長　
須藤和臣 

利根川上流
河川事務所長　
三橋さゆり 氏
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リノベーションまちづくり
講演会を開催します

■第１回
とき　９月26日㈬　午後７時～８
時30分

ところ　市役所市民ホール
テーマ　「地域資源を遊び倒そう
－リノベーションまちづくりあの

手この手－」

講師　西
にし

村
むら

浩
ひろし

さん

　（㈱ワークヴィジ

ョンズ代表取締役）

　「たてばやしに今あるものに目を向けて、未来の自分たちのための居場所をつくる」それ
を実現するためのヒントがつまった講演会を開催します。まちの当事者になって、たてば
やしに欲しい暮らしをつくりたいかた、ぜひご参加ください。

■第２回
とき　10月10日㈬　午後２時～３時
30分

※開催場所など詳しくはお問い合

　わせください

テーマ　「ぼくとあの人とまちが
躍るシゴト」

講師　山
やま

田
だ

高
たか

広
ひろ

さん

　（㈱三河家守舎代表

取締役）

　
県
立
農
林
大
学
校
な
ど
へ
の
修

学
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
か
た
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象

　農
林
大
学
校
な
ど
を
卒
業

後
、
本
市
に
お
い
て
３
年
以
上
、

農
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
同
意
す

る
か
た

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い

補
助
額
　
１
年
度
あ
た
り
15
万
円

（
同
一
年
度
内
に
１
回
ま
で
、
修

学
期
間
内
の
上
限
２
回
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
農
業
振
興
課

農
業
振
興
係
（
内
線
２
４
６
）
へ

館林市地域農業振興就学支援金で

農業を学びたいかたを
サポートします。

恩
おん

田
だ

和
かず

明
あき

さん

▶県立農林大学校卒業生

　県立農林大学校では、農業に

関する幅広い分野を、より専門

的・具体的に学べます。同じ目

標に向かって努力する同級生は

とても良い刺激になりますし、

卒業後の今でも時折集まって、

農業についての情報交換などを

しています。２年間の寮生活も

とても良い思い出です。

共通事項
申込み・問合せ　第１回は９月７
日㈮から21日㈮までに、第２回は

９月７日㈮から10月５日㈮までに

電話、又はメールで商業観光課商

業振興係（　shogyokanko@cit

y.tatebayashi.gunma.jp　内線

207）、Facebook「たてばやしリ

ノベーションまちづくり」のペー

ジ（https://www.facebook.co

m/renovation.tatebayashi/）へ

定員　各80人
（事前申し込み制・先着順）

納税の公平性を保つため
し押さえ不動産を公売差

11月22日㈭

持参する物
■公売保証金　現金、又は小切手（群馬中央
手形交換参加地域を支払地とする金融機関
振出の預金小切手に限る）
■印鑑　個人が入札する場合は本人の印鑑、
法人の代表者が入札する場合は代表者印
※代理人が入札する場合は、委任状、代理人
の印鑑
■収入印紙　2 0 0円（入札者が営利法人、又
は個人で不動産業を営むかた）
■買受適格者証明書　館林市 -２、４、７の
物件は９月６日㈭から９月10日㈪、及び10
月９日㈫から10月10日㈬までに農業委員会
へ同証明書の交付申請手続きを済ませてく
ださい。
売却決定・代金納付
とき　11月29日㈭
■売却決定　午前10時
■買受代金納付期限　午後２時30分
ところ　市役所5 0 1Ｂ会議室
共通事項
問合せ　納税課収納係（内線6 1 3）
※市ホームページにも掲載しています

■受付時間　午後１時～２時
■入札の説明　午後１時40分～２時
■入札　午後２時～２時10分
■開札　午後２時11分から順次
※公売は中止になる場合があります
※公売物件は、法務局で登記簿を取るなど事
前に確認してください

※公売の詳しい内容は、冊子「物件明細書（納
税課にあります）」を確認してください

　市では、市税の収入と納税の公平性を確保するため、差し押さえ後も納付の進展
のないものについて不動産公売を行います。なお、公売会場は市外ですのでご注意
ください。

県太田合同庁舎　会議用庁舎２階202会議室（太田市）ところ

7 広報館林

売却区分
番号 財産の種類 所在地

見積価額
（最低公売価額）
公売保証金

館林市-１ 土地建物

宅地
居宅
居宅

330.58㎡
73.70㎡
50.14㎡

苗木町 3,120,000 円
320,000 円

館林市-２ 土地 畑 322㎡ 上三林町 94,000 円
10,000 円

館林市-３ 土地 宅地 279.91㎡ 大新田町 2,890,000 円
290,000 円

館林市-４ 土地 田 1,850㎡ 当郷町 512,000 円
60,000 円

館林市-５ 土地
雑種地
雑種地
雑種地

395㎡
449㎡
452㎡

赤生田町 2,620,000 円
270,000 円

館林市-６ 土地 宅地 531.38㎡ 細内町 2,660,000 円
270,000 円

館林市-７ 土地 田 1,001㎡ 田谷町 297,000 円
30,000 円
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市役所からのお知らせ

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

基
準
日
は
10
月
１
日
㈪

お知らせ

大
規
模
土
地
取
引
の
届
出
と
土
地
価
格
の
相
談
会

10
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

お知らせ
大
規
模
な
土
地
取
引
の
届
出
　

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ

た
場
合
、
買
主
は
市
町
村
を
経
由
し
て

県
知
事
宛
て
に
届
出
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

届
出
が
必
要
な
面
積

■
市
街
化
区
域
内
　
２
０
０
０
㎡
以
上

■
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内

５
０
０
０
㎡
以
上

※
市
内
は
全
域
が
都
市
計
画
区
域
内
で
す

届
出
期
間
　
売
買
契
約
を
締
結
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以
内
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
含
む
）

※
届
出
期
間
最
終
日
が
休
日
の
場
合
、

　
休
日
の
翌
日
の
開
庁
日
が
期
限

届
出
先
　
都
市
計
画
課
計
画
係
へ

問
合
せ
　
県
地
域
政
策
課
（
℡
０
２
７

─

２
２
６-

２
３
６
６
）、又
は
市
都
市

計
画
課
計
画
係
（
内
線
４
０
８
）

土
地
価
格
な
ど
の
無
料
相
談
会

と
き
　
10
月
４
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

　市
役
所
５
０
１
Ｂ
会
議
室

内
容

　不
動
産
鑑
定
士
が
土
地
や
建
物

の
価
格
、
地
代
、
家
賃
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す

申
込
み

　当
日
会
場
へ

問
合
せ

　県
地
域
政
策
課
、（
公
社
）
群

馬
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

（
℡
０
２
７

─

２
４
３

─

３
０
７
７
）、又
は
市
産
業

政
策
課
企
業
誘
致
係
（
内

線
２
３
６
）

　
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
と
は
、
住
宅

数
や
移
住
状
況
、
空
き
家
の
実
態
の
把

握
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
立
案
の
た

め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
、
全
国
規
模
の
調
査
で
す
。
住
生

活
に
関
す
る
最
も
基
本
的
か
つ
重
要
な

調
査
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

調
査
対
象

　調
査
対
象
地
域
に
お
住
ま

い
の
約
３
０
０
０
世
帯

調
査
方
法

　調
査
員
証
を
所
持
し
た
調

査
員
が
、
調
査
対
象
地
域
の
住
宅
の
外

観
確
認
や
調
査
書
類
の
配
付
に
伺
い
ま

す
。
調
査
へ
の
回
答
は
、
調
査
員
に
よ

る
回
収
・
郵
送
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
回
答
も
可
能
で
す
。

問
合
せ

　行
政
課
法
規
統
計
係
（
内
線

３
３
３
）　

　
農
業
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
た
め
、

後
任
の
農
業
委
員
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

　農
業
に
関
す
る
知
識
が
あ
り
、

農
業
委
員
会
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ

と
が
で
き
、
農
業
委
員
会
の
所
掌
に
属

す
る
事
項
に
関
し
利
害
関
係
を
有
し
な

い
か
た
（
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
な
い

か
た
な
ど
）

募
集
人
員

　１
人

任
期

　市
長
よ
り
任
命
さ
れ
た
日
〜
平

成
32
年
７
月
19
日（
前
任
者
の
残
任
期
間
）

業
務
内
容
　
主
に
農
地
法
に
基
づ
く
農

地
転
用
の
許
可
な
ど
の
意
思
決
定
、
遊

休
農
地
発
生
防
止
・
解
消
、
担
い
手
へ

の
農
地
集
積
な
ど
の
現
場
活
動

月
額
報
酬

　２
万
９
０
０
０
円

申
込
み

　９
月
３
日
㈪
〜
10
月
３
日
㈬

の
午
後
５
時
ま
で
に
、
応
募
用
紙
（
市

農
業
委
員
会
事
務
局
、
又
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
を
同
事
務
局
へ

問
合
せ

　同
事
務
局
（
内
線
２
３
３
）

農
業
委
員
の
候
補
者
を
募
集
し
ま
す

館
林
の
農
業
を
と
も
に
考
え
る

募　集
と
き　

９
月
26
日
㈬
・
29
日
㈯
、
10
月

６
日
㈯
・
13
日
㈯
・
27
日
㈯
　
午
前
10

時
〜
11
時
30
分
（
全
５
回
）

※
９
月
26
日
㈬
の
み
午
後
７
時
〜
８
時

と
こ
ろ　

市
役
所
４
０
１
会
議
室
、
陽ひ

だ
ま
り
の
広
場
他

対
象　

市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
か
た

■
犬
の
し
つ
け
に
お
困
り
の
か
た

■
セ
ラ
ピ
ー
犬
に
関
心
の
あ
る
か
た

■
ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
に
関
心
の
あ
る

か
た

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

講
師　

群
馬
犬
訓
練
研
究
会
訓
練
士

参
加
費
（
１
組
）　

３
０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ　

９
月
６
日
㈭
か
ら
、

地
球
環
境
課
環
境
保
全
係
（
内
線
４
５

２
）
へ

※
第
１
回
は
飼
い
主

　
の
み
、
第
２
〜
５

　
回
は
愛
犬
同
伴
に

　
な
り
ま
す

ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
を
開
催

飼
い
主
の
た
め
の

募　集

広報館林9
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た
て
ば
や
し
駅
伝
大
会
の
参
加
者
を
募
集

チ
ー
ム
で
勝
利
を
競
い
あ
う

募　集
と
き

　12
月
９
日
㈰
　
午
前
８
時
30
分

〜
（
荒
天
中
止
）

と
こ
ろ

　城
沼
陸
上
競
技
場
及
び
そ
の

周
辺

対
象

　小
学
４
年
生
以
上

種
目
・
対
象

■
10
㎞
（
２
㎞
×
５
人
）　
小
学
生
女

　
子
・
男
子
、
中
学
生
女
子
、
高
校
生

　
女
子
、
一
般
女
子
、
一
般

■
20
㎞
（
４
㎞
×
５
人
）　
中
学
生
・

　
高
校
生
男
子
、
一
般

※
一
般
は
、
男
子
チ
ー
ム
及
び
男
女
混

　
成
チ
ー
ム
（
男
女
比
を
問
わ
な
い
）

　
で
の
出
場

参
加
費
（
１
チ
ー
ム
）
　

■
一
般
　
４
０
０
０
円

■
高
校
生
以
下
　
２
０
０
０
円

申
込
み

　９
月
１
日
㈯
〜
10
月
26
日
㈮

ま
で
に
、
ラ
ン
ネ
ッ
ト
（https://runn

et.jp/

）、
又
は
申
込
書
（
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
に
あ
り
ま
す
）
を
同
振
興
係
（
〒

３
７
４

─

０
０
１
７
　
つ
つ
じ
町
14

─

１
　
城
沼
総
合
体
育
館
内
）
へ

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い

問
合
せ　

同
振
興
係
（
℡
74

─

２
６
１
１
）

ポ
ス
タ
ー
展

と
き
　
９
月
４
日
㈫
〜
12
日
㈬
　

と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

内
容
　
下
水
道
の
日
ポ
ス
タ
ー
を
展
示

下
水
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
き
　
９
月
８
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
11
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
及
び
正

面
玄
関
前

内
容
　
下
水
道
実
験
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ル

ー
ン
ア
ー
ト
、
お
楽
し
み
ゲ
ー
ム
、
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

共
通
事
項

問
合
せ
　
下
水
道
課
管
理
係
（
内
線
４

１
２
）

下
水
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
ポ
ス
タ
ー
展

下
水
道
の
し
く
み
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ

イベント

と
き
　

10
月
〜
平
成
31
年
３
月
の
毎
週

火
曜
日
、
又
は
金
曜
日
（
祝
日
、
休
館

日
を
除
く
）

■
火
曜
日
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
金
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
ど
ち
ら
か
の
曜
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い

と
こ
ろ
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

■
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

■
平
成
30
年
度
の
「
脳
活
ひ
ろ
ば
（
後

　
期
）」に
参
加
し
な
い

■
平
成
30
年
度
以
前
の
「
元
気
は
つ
ら

　
つ
ひ
ろ
ば
」
に
参
加
し
て
い
な
い

定
員
　
各
30
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容
　
介
護
予
防
体
操
と
運
動
指
導
、

簡
単
な
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
介
護
予
防

に
つ
い
て
の
個
別
相
談
な
ど

参
加
費
　
無
料

持
参
す
る
物
　
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、

飲
み
物

※
運
動
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
係 

（
内
線
６
７
５
）

元
気
は
つ
ら
つ
ひ
ろ
ば（
後
期
）参
加
者
募
集

介
護
予
防
を
楽
し
く
元
気
に

募　集
と
き

　10
月
〜
平
成
31
年
３
月
の
毎
週

木
曜
日
　
午
前
10
時
〜
11
時
（
祝
日
、

休
館
日
を
除
く
）

と
こ
ろ

　老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

 

■  

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

■ 

平
成
30
年
度
以
前
の「
脳
活
ひ
ろ
ば
」

　
に
参
加
し
て
い
な
い

■ 

平
成
30
年
度
の
「
元
気
は
つ
ら
つ
ひ

　
ろ
ば
（
後
期
）」に
参
加
し
な
い

定
員
　

40
人
（
先
着
順
）

内
容

　計
算
ド
リ
ル
や
文
学
作
品
の
音

読
、
体
操
を
通
し
脳
を
活
性
化
し
ま
す

持
参
す
る
物

　タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
筆

記
用
具

※
運
動
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

申
込
み

　当
日
会
場
へ

問
合
せ

　高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
係
（
内
線
６
７
５
）

脳
活
ひ
ろ
ば
（
後
期
）
参
加
者
募
集

楽
し
み
な
が
ら
脳
を
活
性
化
す
る

募　集

下水道マスコット
スイスイ



市役所からのお知らせ

　
両
毛
地
域
各
市
町
の
イ
ベ
ン
ト
参
加

店
舗
で
、
食
事
か
買
い
物
す
る
と
も
ら

え
る
ご
当
地
シ
ー
ル
を
集
め
て
応
募
す

る
と
、
抽
選
で
豪
華
賞
品
が
当
た
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
両
毛
地
域
の
新
た
な

味
覚
と
魅
力
を
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

９
月
７
日
㈮
〜
12
月
20
日
㈭

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
場
所

　各
参
加
店

舗
、
企
画
課
政
策
推
進
係
及
び
両
毛
地

域
内
の
各
市
役
所
、
町
役
場
な
ど

※
両
毛
広
域
都
市
圏
総
合
整
備
推
進
協

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及

広
報
を
行
う
こ
と
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
行
政
区
な
ど
へ
助
成
を
行
う
も

の
で
す
。

　
平
成
30
年
度
は
朝
日
町
北
区
が
助
成

を
受
け
、
エ
ア
コ
ン
、
集
会
テ
ン
ト
な

ど
の
、
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
備
品
購

と
き

　９
月
27
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
３

時
30
分

と
こ
ろ

　文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

対
象

　市
内
在
住
の
か
た

定
員

　１
０
０
人
程
度
（
先
着
順
）

テ
ー
マ

　「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
あ
る

た
め
に
〜
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う
〜
」

講
師

　川か
わ

島し
ま

康や
す

宏ひ
ろ

さ
ん
（
川
島
脳
神
経

外
科
医
院
長
）

参
加
費

　無
料

申
込
み

　高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン

タ
ー
新
橋
（
℡
75

─

３
０
１
３
）
へ

問
合
せ

　同
セ
ン
タ
ー
新
橋
、
又
は
市

入
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　行
政
課
行
政
係
（
内
線
３
１
８
）

　
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

　ryom
o-kouiki.jp/

）　か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

　
ー
ド
で
き
ま
す

問
合
せ　

同
政
策
推
進
係
（
内
線
３
３
２
）

高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
係

　（
内
線
６
７
５
）

宝
く
じ
の
助
成
金
で
地
域
活
動
を
充
実

地
域
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
ま
す

お知らせ

り
ょ
う
も
う
グ
ル
メ
シ
ー
ル
ラ
リ
ー

地
域
の
魅
力
を
新
発
見
！

お知らせ

介
護
予
防
講
演
会
が
開
催

い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
す
方
法
を
学
ぶ

講　演

朝日町北区のエアコン

　
現
在
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
有
効
期
限
は
、
９
月
30
日
㈰
で
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
９
月
下
旬
に
郵

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
内
容
に
誤
り
や
変

更
が
あ
る
場
合
や
、
10
月
に
な
っ
て
も

届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
被
保
険
者
証
の
裏
面
に
は
臓

器
提
供
意
思
表
示
欄
が
あ
り
ま
す
が
、

記
入
は
任
意
で
す
。
臓
器
提
供
の
意
思

が
あ
る
か
た
は
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※
簡
易
書
留
で
の
郵
送
を
希
望
す
る
場

　
合
は
９
月
13
日
㈭
ま
で
に
保
険
年
金

　
課
国
保
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル

　
同
封
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

シ
ー
ル
は
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後

発
医
薬
品
）
の
使
用
を
希
望
す
る
場
合

に
医
師
・
薬
剤
師
へ
提
示
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

古
い
被
保
険
者
証
は
返
却
を

　
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
古
い
被
保
険
者

証
は
、
同
課
、
公
民
館
、
又
は
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
の
様
式
変
更

　
今
年
度
か
ら
群
馬
県
も
国
民
健
康
保

険
の
保
険
者
に
な
り
、
被
保
険
者
証
の

様
式
が
変
わ
り
ま
し
た
。
な
お
、
医
療

機
関
へ
の
提
出
方
法
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

共
通
事
項

問
合
せ
　
同
国
保
係
（
内
線
６
２
８
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新

現
在
の
も
の
は
９
月
30
日
㈰
ま
で
有
効
で
す

お知らせ
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　１
日
の
間
に
市
内
の
観
光
地
３
か
所

以
上
に
行
き
個
人
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
３
か

所
以
上
の
写
真
又
は
動
画
を
投
稿
し
た

か
た
に
ぽ
ん
ち
ゃ
ん
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

　平
成
31
年
１
月

31
日
㈭
ま
で

プ
レ
ゼ
ン
ト

　ぽ
ん
ち
ゃ
ん
ク
リ
ア
フ

ァ
イ
ル
１
枚

提
供
場
所
・
連
絡
先
・
時
間

■

駅
前
観
光
案
内
所
（
℡
71

─

８
７
１

　
１
）　
月
〜
火
、
木
〜
日
曜
日
　
午

　
前
９
時
〜
午
後
４
時

■

商
業
観
光
課
（
内
線
２
５
１
）　
平

　
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■

つ
つ
じ
映
像
学
習
館
（
℡
74

─

５
３

　
５
５
）　
火
〜
日
曜
日
　
午
前
９
時

　
〜
午
後
５
時

■

向
井
千
秋
記
念
子
ど
も
科
学
館
（
℡

　
75

─

１
５
１
５
）　
火
〜
日
曜
日
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
休
館
（
閉
庁
）
日
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
お
越
し
く
だ

　
さ
い

応
募
方
法

　１
日
の
間
に
市
内
の
観
光

地
３
か
所
以
上
に
行
き
、
個
人
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
・

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）
か
ら
３
か
所
以
上

の
写
真
又
は
動
画
を
投
稿
し
て
、
投
稿

画
面
を
提
供
場
所
の
職
員
に
掲
示

※
投
稿
の
際
に
は
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
「#

　
館
林
」　「#

た
て
ば
や
し
」「#tatebay

　ashi

」
い
ず
れ
か
の
記
載
を
お
願
い

　
し
ま
す

※
１
日
の
間
の
投
稿
に
対
し
て
ク
リ
ア

　
フ
ァ
イ
ル
１
枚
の
提
供
に
な
り
ま
す

問
合
せ

　商
業
観
光
課
観
光
振
興
係（
内

線
２
５
１
）

館
林
市
Ｓ
Ｎ
Ｓ
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
館
林
を
Ｐ
Ｒ
！

募　集

身近な水について考えよう①
～貴重な水の循環と排水に
ついて知ってみよう！～

Vol.59

　地球にはおよそ14億㎦の水が
あるといわれていますが、その
うち私たちが生活に利用できる
水は１％未満です。では、私た
ちが生活で使った後の水はどう
なるのでしょうか。
　家庭から出る排水は、川や沼、
海などに排出されます。下流で
は川の水を水道水として利用し
ている地域もあり、川や海など
の水中生物も利用しています。
限られた水を繰り返し利用して
いることを忘れてはいけません。
　川などの汚れの原因は、台所
や洗濯などの日常生活から出る
生活雑排水が主な原因と言われ
ています。水を汚さないために
私たちができることを考えてみ
ましょう。

Tatebayashi

　W
eb

　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

館
林
の
魅
力
を
写
真
で
伝
え
る

募　集
　
館
林
の
魅
力
を
国
内
外
に
伝
え
る
写

真
を
募
集
す
るTatebayashi

　W
eb

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
はTatebayashi

　W
eb

フ

　
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（htt

　ps://photocon.utyututuji.jp/

）を

　
ご
覧
く
だ
さ
い

募
集
期
間
　
平
成
31
年
１
月
31
日
㈭
ま
で

応
募
方
法

■

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
門
　
フ
ォ
ト
コ
ン

　
テ
ス
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
応
募

　
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募
者
情
報
を
入
力

　
し
、
応
募
規
約
の
内
容
に
同
意
し
た

　
上
で
投
稿
し
て
く
だ
さ
い

■

ツ
イ
ッ
タ
ー
部
門
　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

　
ス
ト
の
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン

　
ト
「@

phototate

」
を
フ
ォ
ロ
ー
し
た

　
上
で
、
撮
影
し
た
写
真
に
ハ
ッ
シ
ュ

　
タ
グ
「#tatephoto

」
を
付
け
、
撮

　
影
場
所
を
記
載
し
て
投
稿
し
て
く
だ

　
さ
い

審
査
手
続
き
　

■

１
次
審
査
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ツ
イ

　
ッ
タ
ー
に
投
稿
さ
れ
た
作
品
の
う
ち

　
「tate

い
い
ね
！
」
を
獲
得
し
た
上

　
位
20
人
程
度
の
か
た
を
選
出

■

２
次
審
査
　
審
査
員
に
よ
る
審
査
に

　
よ
り
入
賞
作
品
を
選
定

賞
品

■

最
優
秀
賞
（
各
部
門
１
点
）　
市
金

　
券
２
万
円
分
＋
ぽ
ん
ち
ゃ
ん
大
サ
イ

　
ズ
ぬ
い
ぐ
る
み

■

優
秀
賞
（
各
部
門
２
点
）　
市
金
券

　
５
０
０
０
円
分

■

テ
ー
マ
賞
（
各
部
門
５
点
）　
市
金

　
券
２
０
０
０
円
分

問
合
せ

　商
業
観
光
課
観
光
振
興
係（
内

線
２
５
１
）

広報館林11

■
捨
て
ち
ゃ
う
の
？
　
そ
れ
も
大
事
な
　
資
源
だ
よ

　
　
　
　
　
　
　
加か

藤と
う

優ゆ
う

果か

さ
ん
（
第
一
中
学
校
）

■
涼
し
い
ね
！
　
み
ん
な
で
育
て
た
　
グ
リ
ー
ン

　
カ
ー
テ
ン
　
　
　
䑓だ

い

優ゆ
う

佳か

さ
ん（
第
一
中
学
校
）

平
成
30
年
度
環
境
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
作
品
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講
座

教
室

 

・

保
健

福
祉

 

・

●
自
衛
官
の
募
集

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
太
田
出
張
所
（
☎
45-

５
５
６
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き
　

10
月
16
日
㈫
　
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
生
後
５
か
月
〜
１
歳
６
か

月
未
満
の
乳
幼
児
と
保
護
者

定
員
　

20
組
（
希
望
者
多
数
の
場

合
は
初
め
て
の
か
た
優
先
）

内
容
　
牛
乳
を

使
っ
た
簡
単
な

離
乳
食
の
調
理

実
習
と
試
食
・

交
流
会

参
加
費
　
３
０
０
円
（
材
料
費
）

持
参
す
る
物
　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
子
守
り
帯
、

子
ど
も
用
の
飲
み
物
・
ス
プ
ー
ン

申
込
み
・
問
合
せ
　
９
月
12
日
㈬

か
ら
、
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

 

（
同
セ
ン
タ
ー
内
　
℡
74

─

５
１

５
５
）
へ

※
調
理
中
は
母
子
保
健
推
進
員
に

　
よ
る
託
児
が
あ
り
ま
す

と
き
・
内
容
（
全
３
回
）

■ 

10
月
３
日
㈬
　
い
つ
ま
で
も
美

　
味
し
く
食
べ
る
た
め
に
―
正
し

　
い
口
腔
ケ
ア

問
合
せ
　
同
セ
ン
タ
ー
東
毛
光
生

園
、
又
は
市
高
齢
者
支
援
課
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
係（
内
線
６
２
３
）

※
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業

と
き
・
内
容

①
10
月
２
日
㈫
　
午
後
１
時
〜
４

　
時
　
認
知
症
の
人
へ
の
対
応
方

　
法
、
個
人
情
報
の
保
護
と
防
止

　
な
ど

②
10
月
３
日
㈬
〜
22
日
㈪
の
間
の

　
半
日
　
交
流
体
験
実
習
（
３
時

　
間
程
度
）

③
10
月
23
日
㈫
　
午
後
１
時
〜
４

　
時
　
認
知
症
の
人
を
地
域
で
支

　
え
る
た
め
の
制
度
、
今
後
の
活

　
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　
心
構
え
な
ど

※
全
講
座
修
了
者
に
は
、
修
了
証

　
を
交
付
し
ま
す

と
こ
ろ
　
①
③
城
沼
公
民
館
、
②

市
内
認
知
症
関
連
施
設

対
象

　次
の
全
て
に
該
当
す
る
か
た

■  

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
の
修
了
者

■  

全
日
程
の
講
座
に
参
加
が
可
能

■  

前
年
度
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
修
了

　
し
て
い
な
い

定
員
　

20
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料

持
参
す
る
物

　筆
記
用
具
、
お
持

ち
の
か
た
は
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
カ

ー
ド

申
込
み
・
問
合
せ
　
９
月
10
日
㈪

か
ら
、
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括

ケ
ア
推
進
係
（
内
線
６
２
３
）
へ

とき　10月13日㈯　
時間　①午後２時～３時、②午後３時
～４時、③午後４時～５時
※希望の時間を選んでください
ところ　城沼総合体育館
対象　平成30年度に65歳を迎えるかた
（昭和28年４月１日～同29年３月31日
生まれのかた）
定員　各20人程度（先着順）
内容　体力測定、血管年齢測定、体組
成、アンケートなど
参加費　無料
持参する物　タオル、飲み物、上履き
※運動できる服装でお越しください
申込み・問合せ　９月３日㈪から、高
齢者支援課地域包括ケア推進係（内線
６７５）へ

10
月
の
離
乳
食
教
室

〜
牛
乳
を
使
っ
た
離
乳
食
〜

■ 

10
月
17
日
㈬
　
フ
レ
イ
ル
予
防

　
に
つ
い
て
―
栄
養
と
運
動

■ 

10
月
31
日
㈬
　
頭
も
身
体
も
生

　
き
い
き
と
―
認
知
症
予
防
に
つ  

　
い
て

※
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
１
日
の
み
の
参
加
も
可
能

と
こ
ろ
　
郷
谷
公
民
館

対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

か
た

定
員
　

10
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料

持
参
す
る
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

筆
記
用
具

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ
　
９
月
28
日
㈮

ま
で
に
、
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談

セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
荘
（
℡
77

─

１
１
６
５
）
へ

と
き
　
９
月
17
日
㈷
　
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
渡
瀬
公
民
館

定
員
　

20
人
程
度

内
容
　
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ

ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
認
知
症
の
正

し
い
知
識
や
接
し
方
の
講
話
な
ど

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
９
月
15
日
㈯
ま
で
に
、

同
セ
ン
タ
ー
東
毛
光
生
園
（
℡
72

─

２
０
６
０
）
へ

地
域
で
の
見
守
り
方
を
学
ぼ
う

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

最
期
ま
で
自
分
ら
し
い
人
生
を

介
護
予
防
教
室

田 口 会 計 事 務 所
税 理 士 　 田 口 恵 之

〒 374 － 0053　 群 馬 県 館 林 市 赤 土 町 810 － １
☎ 0276 － 73 － 5011　Fax0276 － 73 － 5013
http://taguchikaikeizimushiiyo.tkcnf.com/pc/

開業・決算・確定申告などの税金に関することなら

関東信越税理士会所属

あ な た は 大 丈 夫 ？ 　 相 続 税 の こ と 考 え て ま す か ？
悩 む 前 に ご 相 談 を ！（ 無 料 相 談 受 付 中 　 土・日・　 可 ）

E-mail:taguchi-yoshiyuki@tkcnf.or.jp

体力づくりのきっかけに
65歳の体力測定

●代表☎72 - 4111
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※
詳
し
く
は
募
集
案
内
（
同
供
給

　
公
社
館
林
支
所
及
び
同
土
木
事

　
務
所
で
募
集
期
間
中
の
み
配
布
。

　
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
県
住

　
宅
供
給
公
社
（
前
橋
市
）
だ
け

　
の
配
布
と
な
り
ま
す
）、又
は
県

　
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　 

（http://w
w

w
.gunm

a-jkk.or.

　jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
市
内
県
営
住
宅
及
び
市
営
住
宅

　
は
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け

　
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
同
供
給

　
公
社
館
林
支
所
（
℡
76

─

７
８

　
７
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い

　
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
・
不
用

品
の
リ
ユ
ー
ス
促
進
を
目
的
と
し

て
、
市
民
の
つ
ど
い
で
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　

10
月
８
日
㈷
　
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ
　
陽ひ

だ
ま
り
の
広
場
（
三

の
丸
南
面
駐
車
場
東
側
）

募
集
数
　

50
区
画
（
先
着
順
）

出
店
資
格
　
市
内
在
住
、
又
は
在

勤
で
、「
環
境
基
金
」
へ
１
０
０
０

円
の
協
力
が
で
き
る
か
た

※
業
者
は
出
店
で
き
ま
せ
ん

販
売
品
目
　
不
用
に
な
っ
た
衣
類
、

食
器
類
、
家
庭
雑
貨
な
ど

※
食
品
・
薬
品
・
動
植
物
は
不
可

申
込
み
・
問
合
せ
　
９
月
20
日
㈭

　（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
職
業
（
市
外
在
住
の
場
合

は
勤
務
先
）、電
話
番
号
（
携
帯
）、

販
売
品
目
を
記
入
し
、
地
球
環
境

課
環
境
政
策
係
（
〒
３
７
４

─

８

５
０
１
　
市
役
所
内
　
内
線
４
５

１
）
へ

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い

と
き
　

10
月
９
日
㈫
〜
23
日
㈫
の

火
・
金
曜
日
　
午
後
７
時
〜
９
時

（
全
５
回
）

と
こ
ろ
　
渡
瀬
公
民
館

定
員
　

20
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
市
内
在
住
・
在
勤
の
か
た

を
優
先
）

内
容
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を

学
び
ま
す

参
加
費
　
２
０
０
０
円
（
教
材
費

な
ど
）

申
込
み
　
９
月
14
日
㈮
の
午
後
６

時
か
ら
７
時
ま
で
に
、
同
公
民
館
へ

問
合
せ
　
勝か

つ

目め

弘ひ
ろ

教の
り

さ
ん
（
生
涯

学
習
館
林
市
民
の
会
　
℡
０
８
０

─

１
３
４
５

─

４
８
７
８
）、又
は

市
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
内

線
２
２
４
）

入
居
資
格
　
現
在
、
住
ま
い
に
困

っ
て
い
て
、
親
族
と
入
居
す
る
予

定
の
か
た
、
又
は
単
身
の
高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
か
た

入
居
可
能
日
　
平
成
31
年
１
月
１

日
㈷

申
込
み
・
問
合
せ
　

10
月
１
日
㈪

か
ら
18
日
㈭
ま
で
に
、申
込
書（
県

住
宅
供
給
公
社
館
林
支
所
及
び
館

林
土
木
事
務
所
に
あ
り
ま
す
）
を

郵
送
で
県
住
宅
供
給
公
社
（
〒
３

７
１

─

０
０
２
５
　
前
橋
市
紅
雲

町
一
丁
目
７

─
１
２
　
住
宅
公
社

ビ
ル
２
階
　
℡
０
２
７

─

２
２
３

─

５
８
１
１
）
へ

と
き
　
９
月
19
日
㈬
　
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

　館
林
保
健
福
祉
事
務
所

　（
大
街
道
一
丁
目
）

対
象
　
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
か

た
と
家
族
、
関
係
者

定
員
　

70
人
（
先
着
順
）

テ
ー
マ
　
「
メ
ン
タ
ル
プ
ラ
ス
に

取
り
組
む
」

講
師
　
浅あ

さ

見み

隆た
か

康や
す

さ
ん
（
精
神
科

医
師
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日

会
場
へ

問
合
せ
　
館
林
邑
楽
精
神
障
が
い

者
家
族
会
た
け
の
こ
会
（
℡
72

─

７
１
５
９
）

ＪＡアシストホール館林

館林市赤生田町759 - 5　　　℡76 - 2929
　　◇ 搬送…24時間対応（年中無休）◇

 ・搬送から葬儀施行
 ・法事、仏壇・墓石等
 ・相続等、諸手続きのサポート

大切な人とのお別れのお手伝い

　事前相談も
お気軽にどうぞ

地
域
で
と
も
に
生
き
て
い
く

た
め
の
精
神
保
健
講
演
会

　世界中の演奏家に愛される美しい音
色をもつ「スタインウェイ社」のピア
ノを、あなたも演奏してみませんか。
とき　11月23日㈷　正午開演
ところ　文化会館大ホール
対象　小学生以上
定員　40組（先着順）
内容　一般参加者によるピアノ演奏の
発表
演奏時間　１組８分以内（１曲のみ・
出入り時間を含む）
参加費・入場料　無料
申込み・問合せ　９月15日㈯から10月
20日㈯までに、申込書（文化会館、三
の丸芸術ホール、各公民館にあります）
に記入し、文化振興課芸術文化係（文
化会館内　℡74 - 4111）へ

募
集

県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

ピアノフェスティバル

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

講
座

教
室

 

・

講
座

教
室

 

・
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申
込
み
・
問
合
せ

　９
月
10
日
㈪

の
午
前
10
時
か
ら
、
相あ

い

川か
わ

静し
ず

夫お

さ

ん
（
℡
73

─

２
３
７
６
）、又
は
市

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
内
線

２
２
４
）
へ

※
生
涯
学
習
館
林
市
民
会
員
で
な

　
い
か
た
は
、
年
度
会
費
１
０
０

　
０
円
が
別
途
必
要
で
す

と
き
　
９
月
25
日
㈫
〜
10
月
23
日

㈫
の
火
曜
日
　
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
（
全
５
回
）

と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館

対
象
　
小
学
３
年
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

定
員
　

20
人
程
度

※
参
加
費
な
ど
詳
し
く
は
お
問
合

　
せ
く
だ
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ
　
郷
谷
公
民
館

（
℡
72

─

４
０
７
５
）
へ

と
き
　
９
月
24
日
㉁
　
午
前
８
時

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
（
桐

生
市
）

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
保
護
者

定
員
　

26
人
（
先
着
順
）

内
容
　
チ
ョ
ウ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
、

ク
ワ
ガ
タ
な
ど
の
昆
虫
の
生
態
に

つ
い
て
学
び
ま
す

参
加
費
　

10
円
（
保
険
料
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
９
月
８
日
㈯

の
午
前
９
時
か
ら
、
向
井
千
秋
記

念
子
ど
も
科
学
館
（
℡
75

─

１
５

１
５
）
へ

と
き
　
９
月
27
日
㈭
〜
10
月
25
日

㈭
の
木
曜
日
　
午
後
２
時
〜
４
時

（
全
５
回
）

と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
、
又
は
在
勤
で

受
講
後
に
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
で
き
る
か
た

定
員
　

20
人
（
先
着
順
）

内
容
　
視
覚
障
が
い
者
へ
、
市
広

報
紙
や
刊
行
物
な
ど
の
音
訳
録
音

Ｃ
Ｄ
を
作
成
・
配
付
す
る
た
め
に

朗
読
の
基
本
的
技
術
を
学
び
ま
す

講
師
　
田た

島じ
ま
や
す
す
け

靖
介
さ
ん
（
朗
読
指

導
員
）

参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
教
材
費

な
ど
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
９
月
３
日
㈪

か
ら
９
月
21
日
㈮
ま
で
に
、
社
会

福
祉
協
議
会 （
℡
75

─

７
１
１
１
） へ

と
き
　

10
月
19
日
㈮
〜
11
月
16
日

㈮
の
金
曜
日
　
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
（
全
５
回
）

と
こ
ろ
　
中
部
公
民
館

対
象
　
手
話
に
興
味
の
あ
る
か
た

定
員
　

15
人
程
度

講
師

　館
林
手
話
サ
ー
ク
ル
あ
す

な
ろ
会

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
９
月
10
日
㈪

か
ら
、
同
公
民
館
（
℡
73

─

２
１

６
１
）
へ

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
昆
虫

探
検
！
in
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森

講
座

教
室

 

・

講
座

教
室

 

・

健
康
吹
矢
体
験

と
き
　

10
月
３
日
㈬
〜
24
日
㈬
の

水
曜
日
　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

（
全
４
回
）

と
こ
ろ
　
中
部
公
民
館

定
員
　

15
人
（
先
着
順
）

内
容
　
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
体
験

講
師
　
冨と

み

田た

靖や
す

夫お

さ
ん
（
日
本
ス

ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
公
認
指
導
員
）

参
加
費

　無
料

群
馬
の
遺
跡
・
埋
蔵
文
化
財
に
つ

い
て

と
き
　

10
月
４
日
㈭
　
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
３
号
室

定
員
　

40
人
（
先
着
順
）

講
師
　
黒く

ろ

澤さ
わ

照て
る

弘ひ
ろ

さ
ん
（
県
文
化

財
保
護
課
職
員
）　

参
加
費

　無
料

城
下
町
を
歩
く
（
散
策
）
〜
町
の

か
た
ち
を
知
る
〜

と
き
　

10
月
11
日
㈭
　
午
後
１
時

〜
３
時

集
合
場
所
　
尾
曳
稲
荷
神
社

定
員
　

25
人
（
先
着
順
）

内
容
　
城

じ
ょ
う

址し

を
回
り
、
町
の
形
の

成
り
立
ち
を
学
び
ま
す

講
師
　
須す

永な
が

清き
よ
し

さ
ん
（
館
林
文
化

史
談
会
長
）

参
加
費

　１
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

共
通
事
項

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

生
涯
学
習
館
林
市
民
の
会

初
心
者
歓
迎
！
和
太
鼓
教
室

　自分でイベントを企画し運営す
る体験型講座です。無料の託児も
ありますので、子ども連れでも気
軽に参加ください。
とき　10月４日㈭・18日㈭、11月
１日㈭　午前10時～正午（全３回）
ところ　城沼公民館
対象　市内在住、又は在勤の女性
参加費　無料
申込み・問合せ　電話、又はＥメ
ールで市民協働課市民協働係（内
線687　　kyodo@city.tatebay
ashi.gunma.jp）へ
※託児を希望するかたは、９月27
　日㈭までに、電話で予約してく
　ださい

女性リーダー養成講座

初
心
者
向
け

や
さ
し
い
手
話
講
座
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■ 

10
月
14
日
㈰
　
「
足
尾
に
緑
を

　
渡
良
瀬
に
清
流
を
」

※
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
30
分

と
こ
ろ
　
田
中
正
造
記
念
館
（
大

手
町
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
同
館（
℡
75

─

８
０
０
０
）、

又
は
市
文
化
振
興
課
文
化
財
係（
内

線
６
６
１
）

　
こ
の
２
つ
の
山
は
紅
葉
が
き
れ

い
な
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、

頂
上
か
ら
３
６
０
度
の
展
望
も
楽

し
め
ま
す
。

と
き
　
９
月
29
日
㈯
　
午
前
５
時
・

館
林
市
役
所
出
発
　
午
後
６
時
帰

着
（
予
定
）

※
小
雨
決
行
。
雨
天
の
場
合
は
９

　
月
30
日
㈰
に
順
延

行
き
先
　
一

い
っ

　さ
い

　き
ょ
う

　ざ
ん

切
経
山
・
東ひ

が
し

　あ

　づ
ま

吾
妻
山や

ま 

（
福
島
県
福
島
市
）

■
コ
ー
ス
⑴
　
浄じ

ょ
う

土ど

平だ
い
ら

〜
酸す

ヶが

平だ
い
ら 

　
湿
原
〜
一
切
経
山
〜
鎌か

ま

沼ぬ
ま

周
回

　
〜
浄
土
平
（
歩
行
時
間
３
〜
４

　
時
間
）

■
コ
ー
ス
⑵
　
浄
土
平
〜
酸
ヶ
平

　
湿
原
〜
一
切
経
山
〜
鎌
沼
〜
姥う

ば

　
ヶが

原は
ら

〜
東
吾
妻
山
〜
姥
ヶ
原
〜

　
浄
土
平（
歩
行
時
間
４
〜
５
時
間
）

※
申
込
時
に
コ
ー
ス
を
選
ん
で
く   

　
だ
さ
い

対
象
　

18
歳
以
上

の
か
た

定
員
　

35
人
（
先

着
順
）

参
加
費
　
７
０
０
０
円
（
バ
ス
・

ゴ
ン
ド
ラ
代
、
保
険
料
な
ど
）

持
参
す
る
物
　
雨
具
、
防
寒
具
、

昼
食
、
飲
み
物
な
ど

申
込
み
　
９
月
15
日
㈯
の
午
前
９

時
30
分
に
、
参
加
費
を
添
え
て
城

沼
総
合
体
育
館
へ

問
合
せ
　
館
林
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
　
根ね

岸ぎ
し

博ひ
ろ

行ゆ
き

さ
ん
（
℡
０
９
０

─

８
３
１
４

─

０
４
１
８
）、千ち

野の

恵え

美み

子こ

さ
ん
（
℡
０
９
０

─

６
４

７
６

─

６
７
９
１
）、又
は
市
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
振
興
係
（
同
館
内
　

℡
74

─

２
６
１
１
）

と
き
・
内
容
・
講
師
（
全
３
回
）

■
10
月
６
日
㈯
　
「
子
ど
も
の
や

　
る
気
を
引
き
出
す
コ
ー
チ
ン
グ
」

　
鈴す

ず

木き

結ゆ
う

子こ

さ
ん
（
国
際
コ
ー
チ

　
連
盟
認
定
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

　
ル
コ
ー
チ
）

■
10
月
13
日
㈯　

「
子
ど
も
の
自

　
己
肯
定
感
を
育
む
」
　
懸か

け

川が
わ

武た
け

　
史し

さ
ん
（
群
馬
大
学
大
学
院
教

　
育
学
研
究
科
教
職
リ
ー
ダ
ー
講

　
座
教
授
）

■
10
月
20
日
㈯　

「
自
分
に
あ
っ

　
た
子
育
て
の
コ
ツ
に
気
づ
く
」

　
ワ
ク
わ
く
子
育
て
ト
ー
キ
ン
グ

　
〜
ぐ
ん
ま
の
親
の
学
び
プ
ロ
グ

　
ラ
ム
〜
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
社
会
教
育
主
事

※
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

太
田
合
同
庁
舎（
太
田
市
）

対
象　

東
毛
地
域
に
在
住
又
は
在

勤
で
、
な
る
べ
く
全
３
回
受
講
で

き
る
か
た

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

申
込
み　

10
月
４
日
㈭
ま
で
に
、

東
部
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
係（
℡

31

─

７
１
５
１
）
へ

問
合
せ
　
同
事
務
所
生
涯
学
習
係
、

又
は
市
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
内
線
２
２
４
）

と
き
・
内
容
（
全
３
回
）

■  

９
月
22
日
㈯
　
「
渡
良
瀬
川
の

　
恵
み
と
災
い
」

■ 

10
月
６
日
㈯
　
「
田
中
正
造
か

　
る
た
に
み
る
人
間
・
田
中
正
造
」

ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ

家
庭
教
育
支
援
講
座

田
中
正
造
記
念
館

基
礎
入
門
講
座

ス
ポ
ー
ツ

とき　10月８日㈷　午前８時城沼陸
上競技場集合
※雨天決行。荒天中止
コース　城沼総合運動公園及びその
周辺
■チャレンジコース　約６㎞
■ふれあいコース　約４㎞
対象　原則４人一組のグループ（一
組３～５人でも参加可）
※小学生のみのグループは、メンバ
　ー全員が小学４年生以上の場合の
　み参加可
※幼児を含むグループはふれあいコ
　ースとなります
内容　指令書を頼りに設問を解きな
がらコースを巡ります
参加費　無料
持参する物　筆記用具、雨具、飲み
物、お持ちのかたは健康マイレージ
カード・歩け歩け大会参加記録証など
申込み・問合せ　10月１日㈪までに、
申込書（城沼総合体育館及び市ホー
ムページにあります）をスポーツ振
興課振興係 （同館内　℡74 - 2611）へ
※ただし、９月25日㈫を除く
※当日参加もできますが、表彰の対
　象にはなりません

たてばやしウオークラリー
参加者募集

磐
梯
朝
日
国
立
公
園
内
一
切
経

山
・
東
吾
妻
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
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と
き
　
９
月
15
日
㈯
〜
10
月
13
日

㈯
の
土
曜
日
（
全
５
回
）

▪
前
班
　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

▪
後
班
　
午
後
８
時
〜
９
時
30
分

と
こ
ろ
　
城
沼
庭
球
場

対
象
　

18
歳
以
上
の
か
た

定
員
　
各
組
20
人
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
３
５
０
０
円（
保
険
料
・

ボ
ー
ル
代
な
ど
）

申
込
み
　
９
月
８
日
㈯
の
午
前
９

時
30
分
に
、
参
加
費
を
添
え
て
城

沼
総
合
体
育
館
へ

問
合
せ
　
松ま

つ

本も
と

和か
ず

久ひ
さ

さ
ん
（
市
テ

ニ
ス
協
会
　
火
〜
日
曜
日
ま
で
の

午
後
１
時
〜
７
時
　
℡
75

─

０
５

４
３
）、又
は
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

振
興
係 

（
同
館
内
　
℡
74

─

２
６

１
１
）

と
き
　

10
月
11
日
㈭
〜
11
月
８
日

㈭
の
木
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
（
全
５
回
）

と
こ
ろ
　
館
林
市
民
体
育
館

対
象
　

40
歳
以
上
の
か
た

定
員
　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容
　
し
ゃ
も
じ
の
形
を
し
た
パ

ド
ル
を
使
っ
て
心
身
を
ほ
ぐ
し
ま
す

講
師
　
白し

ら

川か
わ

陽よ
う

子こ

さ
ん
（
パ
ド
ル

申
込
み
・
問
合
せ
　
９
月
15
日
㈯

の
午
前
10
時
か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー

（
℡
73

─

１
５
２
２
）
へ

と
き
　

9
月
27
日
㈭
　
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
西
児
童
館

対
象
　
市
内
在
住
の
１
〜
３
歳
児

親
子

定
員
　

10
組
（
先
着
順
）

内
容　

英
語
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
、

歌
、
伝
承
遊
び

講
師　

赤あ
か

瀬せ

リ
ツ
子こ

さ
ん（（
公
財
）

ラ
ボ
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
９
月
６
日
㈭

の
午
前
10
時
か
ら
、
同
館
（
℡
75

─

４
３
１
１
）
へ

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
最
終
日

は
午
後
３
時
ま
で
）

内
容
　
ス
ワ
ン
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
に

よ
る
城
沼
や
多
々
良
沼
な
ど
で
撮

影
し
た
白
鳥
の
写
真
展
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
館
内
の
解
説
案
内

問
合
せ
　
館
林
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
会
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

℡
72

─

０
１
７
８
）、又
は
市
文
化

振
興
課
文
化
財
係
（
文
化
会
館
内

℡
74

─

４
１
１
１
）

③
グ
ラ
ー
ス
コ
ン
サ
ー
ト

と
き

　10
月
６
日
㈯
　
午
前
11
時

〜
11
時
40
分
（
予
定
）

定
員
　

80
人
（
先
着
順
）

内
容
　
２
本
の
フ
ル
ー
ト
に
よ
る

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

申
込
み
　
９
月
８
日
㈯
か
ら
、
第

二
資
料
館
で
整
理
券
を
配
布

問
合
せ
　
中な

か

村む
ら

美み

穂ほ

さ
ん
（
グ
ラ

ー
ス
　
℡
０
７
０

─

４
８
０
２

─

５
８
８
７
）、又
は
市
文
化
振
興
課

文
化
財
係
（
文
化
会
館
内
　
℡
74

─

４
１
１
１
）

共
通
事
項

と
こ
ろ

　①
②
は
武
鷹
館
（
大
手

町
）、
③
は
旧
上
毛
モ
ス
リ
ン
事

務
所
（
第
二
資
料
館
内
）

参
加
費
・
入
場
料
　
無
料

と
き
　

9
月
30
日
㈰
　
午
前
10
時

〜
正
午

ジ
ャ
ー
ク
ス
体
操
協
会
）

参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
保
険
料

な
ど
）

持
参
す
る
物
　
上
履
き
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
お
持
ち
の
か
た
は
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド

申
込
み
・
問
合
せ
　
９
月
８
日
㈯

か
ら
、
参
加
費
を
添
え
て
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
振
興
係
　（
城
沼
総
合
体

育
館
内
　
℡
74

─

２
６
１
１
）
へ

①
十
五
夜
お
月
見
会

と
き
　
９
月
24
日
㉁
　
午
後
４
時

30
分
〜
７
時

内
容
　
月
見
団
子
作
り
、
月
の
鑑

賞
会
、
俳
句
づ
く
り
、
お
供
え
物

の
展
示
や
お
月
見
の
お
話
を
し
ま
す

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
文
化
振
興
課
文
化
財
係

（
文
化
会
館
内
　
℡
74

─

４
１
１
１
）

②
ハ
ク
チ
ョ
ウ
写
真
展

と
き
　
９
月
27
日
㈭
〜
30
日
㈰
　

と
こ
ろ
　
赤
羽
公
民
館

対
象
　
市
内
在
住
の
幼
児
と
保
護
者

定
員
　

12
人
（
先
着
順
）

内
容
　
親
子
で
触
れ
合
い
な
が
ら
、

か
わ
い
い
ク
ッ
キ
ー
を
作
り
ま
す

参
加
費
　
３
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
９
月
９
日
㈰

の
午
前
10
時
か
ら
、
赤
羽
児
童
館

（
℡
72

─

４
１
５
５
）
へ

と
き
　

9
月
30
日
㈰
　
午
前
10
時

〜
正
午

と
こ
ろ
　
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象
　
幼
児
〜
高
校
生
と
そ
の
保

護
者

定
員
　

12
人
（
先
着
順
）

参
加
費
　
２
０
０
円
（
材
料
費
）

催
し
物

親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ

ク
ッ
キ
ー
を
作
ろ
う

お
絵
描
き
フ
ル
ー
ツ

パ
ン
ケ
ー
キ
を
作
ろ
う

ス
ポ
ー
ツ

スポーツ医科学講演会
とき　９月26日㈬　午後７時～９時
ところ　城沼総合体育館
定員　70人程度（先着順）
テーマ　「中高年の腰痛・膝痛予防と
健康づくり（ロコモティブシンドロー
ム予防の実際）」
内容　講義やストレッチなどの実技
講師　中

なか

川
がわ

和
かず

昌
まさ

さん（日本スポーツ協
会公認アスレティックトレーナー）
参加費　無料
持参する物　飲み物、上履き、筆記用具、
お持ちのかたは健康マイレージカード
※運動のできる服装でお越しください
申込み・問合せ　９月８日㈯から21日
㈮までに、スポーツ振興課振興係（同
館内　℡74 - 2611）、又は健康推進課健
康づくり係　（保健センター内　℡74 -
5155）へ

市
民
秋
季
テ
ニ
ス
教
室

パ
ド
ル
体
操
教
室

文
化
財
ル
ネ
ツ
サ
ン
ス

英
語
で
遊
ぼ
う
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お
知
ら
せ

長
寿
の
お
祝
い
に

敬
老
祝
金
を
届
け
ま
す

農
業
経
営
収
入
保
険
が

始
ま
り
ま
す

と
き
　
９
月
26
日
㈬
　
午
後
３
時
〜

と
こ
ろ
　
図
書
館
視
聴
覚
室

定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

申
込
み

　当
日
会
場
へ

※
団
体
で
の
傍
聴
は
、
事
前
に
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
教
育
総
務
課
総
括
係（
内

線
２
１
８
）　

　　　　
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
が
、

９
月
中
に
敬
老
祝
金
を
お
届
け
し

ま
す
。

対
象
年
齢
・
金
額

■ 

80
歳
　
５
０
０
０
円

■ 

90
歳
　
１
万
円

■ 

95
歳
　
１
万
５
０
０
０
円

■
１
０
０
歳
　
10
万
円
（
誕
生
月

　
に
別
途
贈
呈
）

※
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
で
本

　
市
に
居
住
し
、
住
民
登
録
が
あ

　
る
か
た
（
転
出
者
を
除
く
）
が

　
対
象
で
す

※
館
林
市
金
券
で
贈
呈

問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

支
援
係
（
内
線
６
４
８
）

　
　
県
内
で
の
自
営
就
農
や
農
業
法

人
へ
の
雇
用
就
農
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
若
者
や
女
性
な
ど
が
就

農
す
る
た
め
の
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

と
き
　
９
月
30
日
㈰
　
午
後
０
時

30
分
〜
４
時
30
分
（
正
午
〜
午
後

４
時
受
付
）

と
こ
ろ
　
県
庁
県
民
ホ
ー
ル
北
側

（
前
橋
市
）

対
象

　県
内
で
農
業
に
従
事
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
た

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
農
業
振
興
課
農
業
振
興

係
（
内
線
２
４
６
）

　
群
馬
県
で
は
国
土
交
通
省
が
定

め
る
「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」

の
期
間
に
合
わ
せ
て
屋
外
広
告
物

美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、

違
反
簡
易
広
告
物
の
除
却
作
業
や

違
反
広
告
物
の
是
正
指
導
な
ど
、

屋
外
広
告
物
の
適
正
表
示
に
向
け

た
取
り
組
み
を
重
点
的
に
実
施
し

ま
す
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
外

に
お
い
て
も
、
市
内
に
屋
外
広
告

物
を
設
置
す
る
た
め
に
は
、
原
則
、

県
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

申
込
み
・
問
合
せ
　
９
月
25
日
㈫

か
ら
10
月
５
日
㈮
ま
で
に
、
館
林

消
防
本
部
予
防
課
保
安
係
（
℡
72

─

８
３
６
４
）、西
分
署
（
北
成
島

町
　
℡
75

─

６
６
５
６
）、又
は
北

分
署
（
細
内
町
　
℡
72

─

６
４
４

１
）
へ

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
、
農
業
者

の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
、

自
然
災
害
や
市
場
価
格
の
低
下
な

ど
、
収
入
減
少
を
総
合
的
に
補
て

ん
す
る
「
収
入
保
険
」
が
始
ま
り

ま
す
。

　
農
産
物
な
ら
す
べ
て
対
象
（
収

入
を
補
償
す
る
類
似
制
度
は
除
く
）

と
な
り
、
収
入
保
険
に
加
入
し
て

い
れ
ば
、
農
業
経
営
者
ご
と
の
平

均
収
入
の
８
割
以
上
の
収
入
が
確

保
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
秋
か
ら
加

入
手
続
き
が
始
ま
り
、
青
色
申
告

の
実
績
が
１
年
分
あ
れ
ば
加
入
で

き
ま
す
。

問
合
せ
　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ぐ
ん
ま
館

林
支
所
（
℡
75

─

３
３
１
１
）、又

は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ぐ
ん
ま
本
所
（
℡

０
２
７

─

２
５
１

─

５
６
３
１
）

ま
す
。

※
詳
し
い
基
準
や
許
可
の
申
請
方

　
法
に
つ
い
て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ(http://w

w
w
.pref.gunm

　a.jp/06/h5810006.htm
l

）か

　
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い

期
間
　
９
月
１
日
㈯
か
ら
９
月
30

日
㈰
ま
で

届
出
先
・
問
合
せ
　
館
林
土
木
事

務
所
施
設
管
理
係
（
℡
72

─

４
３

５
５
）
へ

　
平
成
30
年
度
第
２
回
危
険
物
取

扱
者
試
験
（
甲
・
乙
・
丙
種
）
と
、

こ
れ
に
伴
う
準
備
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
希
望
者
は
併
せ
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

準
備
講
習
会

と
き
　
10
月
22
日
㈪
　
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ
　
郷
谷
公
民
館

受
講
料
　
９
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
を
含
む
）

試
験

と
き
　
11
月
18
日
㈰
　
午
前
９
時
〜

と
こ
ろ
　
関
東
学
園
大
学
（
太
田

市
）
他

受
験
料

■
甲
種
　
６
５
０
０
円

■
乙
種
　
４
５
０
０
円

■
丙
種
　
３
６
０
０
円

共
通
事
項

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

準
備
講
習
会

屋
外
広
告
物

美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　まちづくりを考える研究グループでは、
長屋門の周辺を竹灯籠でライトアップして
お月見ライブを開催します。ぜひお越しく
ださい。
とき　９月24日㉁　午後６時30
分～８時
ところ　鷹

たか

匠
じょう

町長屋門（大手町）
※駐車場は大手町市営駐車場を
　利用ください
内容　地元館林有志の会によるギターの演奏
参加費　無料
申込み　当日会場へ
問合せ　市民協働課市民協働係（内線686）
※天候により、イベントが一部変更、中止
　になる場合があります

十五夜ライブと
竹灯篭ライトアップ

ぐ
ん
ま
就
農
相
談
会

　
に
別
途
贈
呈
）

教
育
委
員
会
定
例
会



市民の皆さんの活動や
イベントを紹介する
コーナーです

市 民 の
ひ ろ ば
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な
ど
で
成
果
を
実
感
し
た
か
ら
。

「
作
付
面
積
や
施
設
を
増
や
さ

ず
に
ど
う
収
穫
量
を
上
げ
る
か

が
課
題
で
し
た
。
導
入
へ
の
経

費
は
か
か
り
ま
し
た
が
、
前
向

き
に
や
っ
て
い
か
な
い
と
」
と
、

に
こ
や
か
な
中
に
も
意
思
の
あ

る
表
情
で
話
し
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
細
霧
シ
ス
テ
ム

や
か
ん
水
シ
ス
テ
ム
も
導
入
し

ま
し
た
。
い
ず
れ
は
農
業
を
法

人
化
し
て
も
っ
と
大
き
く
や
っ

て
い
き
た
い
と
話
す
小
田
さ
ん

で
す
が
、「
皆
さ
ん
に
お
い
し
い

キ
ュ
ウ
リ
を
食
べ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
思
い
が
、
取
り
組
み
へ

の
動
機
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ハ
ウ
ス
に
行
か
な
く
て
も

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
見
る
こ
と
で
、

ハ
ウ
ス
内
の
温
度
や
二
酸
化
炭

素
の
濃
度
な
ど
が
確
認
で
き
る

ん
で
す
よ
」
と
話
す
の
は
、
農

業
に
新
技
術
を
積
極
的
に
導
入

し
て
い
る
小
田
吉
男
さ
ん
で
す
。

　
ハ
ウ
ス
で
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
を

し
て
い
る
小
田
さ
ん
は
、
２
年

ほ
ど
前
に
二
酸
化
炭
素
発
生
装

置
を
い
ち
早
く
導
入
し
た
そ
う

で
す
。
ハ
ウ
ス
内
の
二
酸
化
炭

素
の
濃
度
を
上
げ
る
こ
と
に
よ

り
、
キ
ュ
ウ
リ
の
成
長
が
早
ま

り
、
収
穫
量
が
上
が
っ
た
と
話

し
ま
す
。
導
入
の
き
っ
か
け
は

全
国
各
地
へ
の
視
察
や
展
示
会

皆さんにおいしいキュウリを食べてほしい

（青柳町）
小
お

田
だ

吉
よし

男
お

さん

profile
昭和49年１月、青柳町に生まれる。代々
続く農家を継ぎ17年。自分の代になって
からはキュウリだけに絞って栽培。最盛
期は朝４時半から１トン近く収穫する。
JA邑楽館林青年部館林明和支部長、六郷
園芸研究会の会長を務める

新
技
術
を
導
入
し

　収
穫
量
ア
ッ
プ
を
目
指
す

二酸化炭素発生装置の表示板を確認する小田さん
（左）。キュウリの苗を植えたばかりのハウスには、細
霧システムやかん水システムが導入されている（右）

フォトキャンバス

19 広報館林

七夕色に染まる本町通り
真夏の館林を更に熱く鮮やかに

　たてばやし七夕まつりが、８月７日、本町通りで
行われました。竹飾りや願い事が書かれた吹き流し
が所狭しと並べられ、たくさんの来場者が足を止め
ました。また、ご当地アイドルのmenkoi ガールズ
による書道や、プロレスなどのさまざまなイベント
が催され、通りはにぎわいと歓声にあふれました。

自分の「好き」を突き詰めて
ユニークでおもしろい道を選び続けよう

　本市が東京大学と連携し、個性と意欲を生かした自由
な教育のスタイルを提供する館林版ROCKETの企画「トッ
プランナートーク in 館林」が、８月１日、向井千秋記念
子ども科学館で行われました。講師を務めたロボットク
リエイターの高

たか

橋
はし

智
とも

隆
たか

さんは自身が開発したロボットの
実演などを交え、好きなことを追求するおもしろさ、た
いせつさを語りました。

人形劇の世界を楽しむ
親子で楽しく鑑賞

　人形劇の上演が、８月10日、図書館で行われました。
人形劇団「つくしんぼ」が、「三匹のやぎのがらがらどん」
　「山の音楽家」などの楽しい劇を披露。参加した子ども
たちは、ときに歓声をあげながら、舞台上で繰り広げら
れるさまざまな物語に夢中になりました。

　　　　　夏休みの学校内でデイキャンプ
暑い夏だからこそ元気いっぱい楽しむ

　少年教室デイキャンプが、８月18日、第八小学校で行わ
れました。参加した児童約80人は、八小親父クラブによっ
てふるまわれたマスの塩焼きや流しそうめんを堪

たん

能
のう

。日が
落ちて、辺りが暗くなってからは、小学校の校内を使って
肝試し大会も開催されました。
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文化会館・三の丸芸術ホール
催し物ご案内＆スケジュール

文化振興課
（文化会館内　℡74 - 4111）

　『宝くじ文化公演』フランシス・レイ・オーケストラ

施設
だより
市文化施設の
催し物などを
お知らせします

施 設
だ よ り

文学館 田山花袋記念文学館
（℡74 - 5100）

　田山花袋記念文学館で開催中の「花袋と美知代－
「蒲

ふ

団
とん

」をめぐる書簡－」展では、花袋の代表作の
「蒲団」に登場する女弟子のモデルになった女性、
岡
おか

田
だ

美
み

知
ち

代
よ

と花袋との
書簡を展示しています。
文学館では、その花袋
たちが書いた手紙を現
代語に言い換えた冊子
を用いて、分かりやす
く紹介しています。
　その内容は、熱いラ
ブレターからわび状ま
でさまざまです。冊子
を頼りに、明治の文豪
の手紙に触れてみませ
んか。
期間　10月21日㈰まで

きみも手紙を読んでみよう！

冊子表紙

とき 会場 催し物

９
月

14日㈮～
16日㈰ 展 日本書教育連盟書道展

22日㈯ ホ 館林高等学校全国弁論大
会決勝

28日㈮～
30日㈰ 展 市民文芸展

10
月
５日㈮～
７日㈰ 展 市民書道展

9月の施設の休館日（施設名・期間・問合せ）
■図書館　３日㈪～10日㈪、28日㈮・℡74 - 2346
■第一資料館　３日㈪～10日㈪・℡74 - 4111
■田山花袋記念文学館　３日㈪～10日㈪・℡74 - 4111
■城沼総合体育館　25日㈫・℡74 - 2611

ホ：ホール　展：展示室（９月15日～ 10月14日）
※８月15日現在の情報です

　往年の名作映画「男と女」「白い恋人たち」などを珠玉の映画音
楽で彩った巨匠フランシス・レイ。美しさと切なさを兼ね備えた
フランシス・レイの旋律を、オーケストラ演奏でご堪能ください！

とき　10月20日㈯　午後１時30分開演（午後１時開場）
ところ　文化会館大ホール
チケット（全席指定）
■一般　3 , 0 0 0円
■高校生以下　1 , 5 0 0円
※未就学児の同伴・入場はご
　遠慮ください
※宝くじの助成により、特別
　料金となっています
販売　文化会館窓口で販売中

先
人
た
ち
の

　
　
　を
た
ど
っ
て

　昭和43年（1968）に建てられた、昭和35年か
ら39年に行われた上三林の土地改良事業竣功を
記念した碑です（高さ約 2 . 5 ｍ）。改良された地
は新谷田川と新堀川に囲まれた低湿地水田地帯
で、付近の羽沼には掘上田（沼底の土を掘り上
げた耕地）がありました。この事業で水田・用
排水路・農道が整備されました。

上三林土地改良
竣功記念碑

上三林町（農協三野谷事
務所南）
市史編さんセンター
（℡76 - 7651）

思
い
思
い
思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
思
い
思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
思
い
思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て

思
い
　
　
　を
た
ど
っ
て
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図書館 図書館
（℡74- 2346）

新着＆おすすめ本紹介 映画会で楽しいひとときを

お話と紙芝居の会

　読み聞かせボランティア「にじの会」が、参加されるかた
の年齢に応じて、選んだ絵本などを読み聞かせます。
とき　毎週土曜日　午後２時～２時30分（休館日を除く）

　新人司書として採用された主人公が図
書館の仕事に奮闘。図書館の裏側の話題
や司書の仕事がストーリー形式で分かり
やすく紹介されています。（一般書）

大橋崇行／著　小曽川真貴／監修　勉誠出版

ステファニー・ブレイク／作　ふしみみさを／
訳　あすなろ書房

司書のお仕事　お探しの本は何ですか？

　ウサギの子シモンの家に赤ちゃんのち
びちっちがやって来た！突然お兄ちゃん
になったシモンは小さな存在に戸惑いな
がら、試練を乗り越えます。（児童書）

ちびちっち

①夜間天体観望会「夏から秋の星座を探そう」
　　プラネタリウムでの星座解説と実際の空での観
　察を行います。
　とき　９月22日㈯　午後７時～８時30分
　※プラネタリウムでの星座解説は午後７時10分～
　　７時25分、午後７時50分～８時５分
　※雨天・曇天の場合はプラネタリウムでの星座解
　　説のみ
②公開天文台
　とき　９月９日㈰・23日㈷　午後１時50分～２時  
　20分　
　※雨天・曇天の場合は施設公開のみ
③サイエンスショー
　　「グラグラ！？地震のサイエンス」
　　地震のしくみや防災などについて学べる実験シ
　ョーです。
　とき　９月16日㈰　午後１時50分～２時20分
　　　「空気は力持ち」
　とき　10月７日㈰　午後１時50分～２時20分

広報

科学館
向井千秋記念子ども科学館（℡75 - 1515）

①～③は参加費無料。②、③は大人（高校生以上）は別途入館料がかかります
※10月７日㈰は家庭の日のため入館無料

④科学講座「光ファイバーで暗闇に光る自分の誕生
　日星座をつくろう」（県おもしろ科学教室）
　とき　10月27日㈯　午前９時30分～正午
　対象　小学生以上（小学１・２年生は保護者同伴）
　定員　24人（先着順）
　参加費　300 円（材料費、保険料）
　申込み・問合せ　９月22日㈯の午前９時から同館へ
⑤プラネタリウム子ども向け新番組「カラフル太陽
　ツアー」
　とき　９月８日㈯～平成31年２月24日㈰の土・日
　曜日、祝日（休館日を除く）
　※冬休み期間中の12月26日㈬、27日㈭も投影を行
　　います
　時間　午前10時、午後１時（約
　30分間）
　観覧料　高校生以上 540 円、小
　中学生 210 円
　※高校生以上は入館料（320 円）
　　がかかります

一般向け（いずれも午後２時～、参加費無料）

９月15日㈯

スイートスイートビレッジ（字幕）

９月16日㈰

９月19日㈬ わたしはマララ（字幕）

10月３日㈬ にっぽん百名山10　中部・日本アル
プスの山４

10月６日㈯

父の祈りを（字幕）

10月７日㈰

子ども向け（いずれも午前10時30分～、参加費無料）

著作・製作：山梨県
立科学館

※次回の子ども映画会は、11月３日㈷上映とな

　ります
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館林よさこいソーラン華艶舞

問
合
せ　

草く
さ

野の

二ふ

美み

子こ

さ
ん
（
℡
０

９
０

─

２
２
３
７

─

３
０
５
７
）

　
私
た
ち
「
館
林
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
華は

な

艶え
ん

舞ぶ

」
は
、

毎
週
木
曜
日
に
渡
瀬
公
民

館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
２
０
０
２

年
に
発
足
し
た
館
林
で
最

初
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

グ
ル
ー
プ
で
す
。
年
間
20

回
も
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、

踊
り
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　
難
し
い
振
り
付
け
で
も
、

み
ん
な
で
練
習
し
て
い
け

ば
必
ず
上
達
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
り
、
お
客
さ
ん
と
と

も
に
盛
り
上
が
る
の
が
、

み
ん
な
の
元
気
の
源
で
す
。

　
お
子
さ
ん
や
家
族
を
連

れ
て
、
踊
り
の
楽
し
み
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○表紙の写真

　旧秋元別邸庭園で鮮
やかに咲くヒガンバナ。
庭園内を真っ赤に染め
あげる花々は、訪れた
人に秋の訪れを感じさ
せてくれます。

Tateb
ayashi  kitchen

たてばやしの

定番昼ごはん
vol 80vol 80

作り方
①赤魚にＡの塩、コショウ、片栗粉をまぶす
②①をサラダ油で揚げる
③Ｂとニンジンを鍋に入れ火にかける。沸
騰したらタマネギを入れ、柔らかくなった
らピーマンを入れて１分ほどゆで、片栗粉
でとろみをつける
④揚げた赤魚に③をかけて完成！

材　料（４人分）
■赤魚
■ニンジン（千切り）
■タマネギ（千切り）
■ピーマン（千切り）
■水溶き片栗粉
【調味料Ａ】
■片栗粉
■塩・こしょう
【調味料Ｂ】
■しょうゆ
■砂糖
■顆粒だし
■水

４切れ
1/3本
1/2個
２個

　　　少々

大さじ４
少々

大さじ３
大さじ１
小さじ 1/2

200㎖

　魚の竜田揚げに彩りのよいあんをかけたメニュー。子どもたちが苦手なニンジン
やピーマンも、あんかけにすると喜んで食べてくれます。魚を鶏肉にしたり、野菜
の種類を増やしたりアレンジができるので、ぜひご家庭でお試しください。

　　赤魚野菜あんかけ

淡泊になりがちな魚料理も、コクのあるあんかけと

いっしょに食べるとご飯が進む一品になります♪

一人前当たり 274kcal

認定富士
こども園

富士ナー
サリーの

給食
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　先日取材したトップランナー講演会でロボッ
ト製作の話を聞きました。講演会で見たロボッ
トは、歌ったり踊ったり、腕立て伏せをしたり
逆立ちができたり、細かい動作やユニークな言
葉遣いがとにかくかわいい！こんなロボットと
いっしょに生活できたら…とワクワクが止まり
ませんでした。未来の話だったロボットとのく
らしは、すぐそこまで来ているんですね。（愛）


